






1.ATL 患者発生数の把握. 

田島らは昨年度,第 1 次～第 4 次 ATL 全国実態調査(1980～88 年)の成績を基に,1985 年の

ATL推定患者数を697人と報告したが,本年度はさらに対象医療機関を拡大した第5次調査

(1988～89 年)の成績を加えて検討した結果,1985 年の全国の HTLV-Ⅰキャリアー数 120 万

人,ATL 患者数 716 人と推計した, 

2.HTLV-Ⅰキャリアの全国的分布. 

船本らは昭和 63 年度には,全国 7ブロックの地域中心的な日赤血液センターの献血者につ

き旧PA法とIF法によりHTLV-Ⅰの抗体陽性率の分布を報告したが,本年度は,全国の77血

液センターの献血者についての改良 PA法による HTLV-Ⅰ抗体陽性率を,IF 法陽性率に換算

して解析し,全国 8 地域ブロック別の性・年令階級別の抗体陽性率を推定した.その結果,

各地域ブロックともに,抗体陽性率は女が男より高く,年齢とともに高率となる傾向を認め

た.地域別には全国指数100に対し,高率地域は,九州349,近畿96,四国89,最低地域は中部

48 であった, 

3.HTLV-Ⅰ抗体陽性率の年次的推移. 

宮村らは予研血清銀行の保存血清を用いて福岡,新潟,群馬県の 1972 年から 1986年までの

0～60 歳以上の年齢層の HTLV-Ⅰ抗体を調べた,比較的抗体陽性率の高い福岡県では,1980

年以前と 1981 年以後を比較すると,前者の方が,いづれの年齢層でも抗体陽性率は高く,ま

た年長者ほど抗体陽性率が高くなる傾向がみられた. 

また,母里らも 1976～86 年の横浜市の妊婦の血清について retrospective な HTLV-Ⅰ抗体

調査を行った結果,出生年が新しくなるに従い,抗体陽性率が低下する結果を得た. 

これらの成績は植田らが前年度に報告した沖縄における retrospective な研究結果とも合

致するものである. 


